
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなみの風   あいさつ・つたえあい・チャレンジが自慢 
～優しい言葉があふれる坂下南小学校～ 
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 校舎に子ども達の明るく元気な声が戻ってきました。始業式では、５
年生の鈴木優萌子さんが、３学期頑張りたいこととして「あいさつ」「思
いやり」「チャレンジ」の３つについて発表しました。新たな目標に向か
ってがんばっていこうという気持ちが伝わり、頼もしく感じました。 
 今年も、新型コロナウイルスに負けず、児童、教職員、家庭・地域が一
つになり、教育活動に取り組んでいきたいと思います。本年もどうぞよ
ろしくお願いいたします。 

目標を持つことの大切さ  ～大谷翔平選手の「目標達成シート」から学ぶこと～ 

 昨年も、大リーグレッドソックスの大谷翔平選手が躍動した年でした。２刀流での素晴らしい活躍はも
ちろん、その素敵な人柄は世界中の人を魅了しました。彼の活躍で、一躍脚光を浴びたのが、高校１年生
のときに書いた「目標達成シート」です。これは、花巻東高校の佐々木洋監督が１年生部員に作成させて
いるものです。部員達の技術を向上させて勝てるチームをつくるだけでなく「人生で成功する人材を育て
る指導」をしているところに、多くの高校野球部監督や教育関係者が注目しています。こうして大谷選手
の選手・人間としての下地が作られていったそうです。 
 シートの中で注目したいのが、中心下段の『運』とその左側の『人間性』です。「ゴミ拾い」、「部屋掃
除」、「思いやり」、「感謝」などは一見すると野球には関係なさそうです。でも監督は、「どんな小さなこ
とでも良い行いをすれば運がつかめる。日々、良い行いをしていれば、それが当たり前になり、幸運が転
がり込む。」と教えていたそうです。花巻東時代の「目標達成シート」で培った習慣が、卒業して１０年
経った今でも生かされ、大きな花を咲かせることにつながったのです。 
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大谷選手の「目標達成シ
ート」には、本校で大切に
している、「あいさつ」、「は
っきりとした目標・目的を
持つ」、「礼儀」、「思いや
り」、「本を読む」などの言
葉も入っています。 
 新年を迎え、子ども達も
きっと気持ちを新たにし
て、１年のスタートを切っ
たことと思います。大谷選
手の「目標達成シート」を
参考にしながら、目標を持
つことの大切さについて、
話し合ってみてはいかが
でしょうか。 

お願い 

（１） ３学期も引き続き、「朝のげんき調べ」にご協力ください。 

（２） お子さんやその家族
．．．．．．．．．

に、発熱、せき、倦怠感等、新型コロナウイルスの感染が疑われる

症状がある場合には、登校の自粛をお願いします。併せて、必ず医療機関を受診してい

ただくようお願いします。特に、発熱後、熱が下がったからといって医療機関を受診せ

ず登校させることのないようお願いいたします。 

 

 

２０２３年・卯年スタート！ 本年もよろしくお願いいたします 

 


